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②学校と地域
の課題

05 その他

過疎化・人口減少が急速に進
む校区の現実を踏まえ、①ふる
さと豊平を維持・発展させる人
材、②ふるさと豊平の関係人口
であり続ける人材の育成につい
て、地域と地域の負託に応える
べき学校の重要な課題である。

昨年度以上に、地域の方に授業に入ってい
ただきながら関わりをもって地域の課題解
決に向けて取り組んでいる。

・学校では、総合的な学習の時間を中心に
地域を題材とした体験活動やこれに基づく学
習を義務教育学校の９年間計画的に進め
る。このことを通して、地域の魅力を感じ取っ
たり地域の人々とのつながりを創ったり、地
域課題への取り組みを学んだりする。
義務教育学校低学年：地域の多様な人々と
のふれあい
義務教育学校高学年：農業を中心とした地
域産業や伝統文化、まちづくりの体験
（後期課程：職業体験と地域づくりへの貢献）

学校と地域の協働が進み、相互
の信頼関係が深まる。
ふるさと豊平を想う価値観が広
がり、地域の担い手や関係人口
の維持・拡大に寄与する。

ふるさと豊平に住み
続けたいと回答する
児童生徒の割合

75 % 80 80

03　本
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地域で活躍している人々と積極的に交流しつながりながら学
んでいくことで、児童生徒が地域を知り、理解を深めることが
出来た。
今後は、地域の担い手として活躍できるよう引き続き取り組
んでいくとともに、学校と地域の関わりをより深化させていくよ
うにする。

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」
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